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ひやまWalkёr

第2弾
■
の歴史誉
高
校
生
が
取
材
・編
集

檜
山
地
方
の
高
校
生
ら
に
よ
る
手
づ
く
り
の
観
光
情
報

誌

「
ひ
や
ま
Ｗ

ａ
ｌ
■

ｅ
ｒ

（
ゥ
ォ
ー
カ
ー
）
」
の
第
２

弾
と
な
る
、
今
年
度
版
が
完
成
し
た
“
檜
山
地
方
に
は
道

内
で
も
歴
史
あ
る
町
が
多
い
た
め
、
２
年
目
の
今
回
は
、

檜
山
の
７
町
の
歴
史
や
文
化
の
紹
介
も
盛
り
込
ん
だ
。

郷
土
に
誇
り
を
持

っ
て
魅
力

を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
、
檜
山

教
育
局
が
管
内
の
４
高
校
に
呼

び
か
け
て
、
昨
年
１
月
に
初
め

て
発
行
し
た
。
前
年
度
版
が
好

評
だ

っ
た
た
め
、
今
年
度
は
印

刷
部
数
を

一
気
に
３
倍
の
９
０

０
０
部
と
し
た
。

高
校
生
ら
が
つ
く
っ
た
今
年
度
版

の

「
ひ
や
ま
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
」

参
加
校
は
江
差
、
檜
山
北
、

上
ノ
国
、
奥
尻
の
４
校
。
社
会

科
授
業
や

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

好
会
」
な
ど
の
部
活
で
主
に
２
、

３
年
生
が

取
材
や
編
集
を

し

た
。
各
町
の
中
学
生
も
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
に
協
力
し
た
。

情
報
誌
は
Ａ
４
判
カ
ラ
ー
の

８
否
で
、
表
紙
を
除
き
、
構
山

の
７
町
を
１
否
ず

つ
紹
介
。
い

ず
れ
も
重
要
文
化
財
の

「
笹
浪

家
」

（
上
ノ
国
）
や

「
中
村
家
」

（
江
差
）
な
ど
（
江
戸
時
代
の

北
前
船
往
来
で
栄
え
、
歴
史
を

伝
え
る
建
造
物
を
掲
載
し
た
。

勃
発
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
箱

館
戦
争
に
関
連
し
、
「
開
陽
丸
」

（
江
差
）
や

「
官
軍
上
陸
の
地
」

（
乙
部
）
、

「
館
城
跡
」

（
厚

沢
部
）
な
ど
の
史
跡
や
記
念
館

も
、
写
真
と
と
も
に
解
説
。
各

町
の
祭
り
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
選
ん
だ
グ
ル
メ
情
報
の
紹
介

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

生
徒
た
ち
は
昨
年
５
月
に
各

町
の
取
材
に
着
手
し
た
。
９
月

に
は
各
校
の
生
徒
ら
が
江
差
町

の
檜
山
振
興
局
に
集
ま

っ
て
初

顔
合
わ
せ
を
し
、
文
化
遺
産
を

必
ず
掲
載
す
る
こ
と
を
取
り
決

め
た
。
お
お
む
ね
取
材
と
編
集

の
終
わ

っ
た
１２
月
に
も
、
再
び

振
興
局
で
発
表
会
に
臨
ん
だ
。

ひ
や
ま
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
檜

山
地
方
の
各
町
を
は
じ
め
、
函

館
市
な
ど
道
南
地
方
の
空
港
、

観
光
案
内
所
、
道
の
駅
な
ど
で

無
料
で
配
布
し
て
い
る
。


